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1・紺 冨我聞の廃業はホ稲-l:-主萄作物さ
するから極めて多量の漉j低水を必要司する。ニ
の瀧漏水の給源三しτは例m・湖淵・地7下水等
、 が利用されてるるが、之等(T_}?~t主化接的に見れ
ば決して純枠な!:fzOではない。美しく透明な
河川や湖水戎拡呆の水も、之~講義費して披べ:r'. 
見るさ太低1高分の l位の，盟鮪そ溶かし込んで
ゐるこさが判色。我圃最本の河川の一つずある
利根川にはL年聞に約 100億噸'位の水量が流れ
τゐるが古二の71<.の中の混濁物質を除外じて昆
に溶解して運ばれτゐる物質fごりの量を分析結
果カ、ら見積ってみるさ約 130高噸に遣する.こ
の埼t込ん七ゐ‘る瞳類が何物でd，るか・それは
自然界の純粋な水である雨水が地上tこ降つτか
ら河水さなって海に注ぐまぜの聞に、組めτ微
々たる作用ではあるりれ古色岩石や土壌を浸蝕
滞解する締県tニ外ならない。従つで何川や糊削
に祷りτゐる物質の種類、換貢すれば、共等の ，
ft質を化事的に特徴づりる最も重号、な要議は流
域の岩石や土壌の種類に困るさ言って糞支がな
い。併し他に.も温泉・髄山・工場・季節・天候
等各種の傑併が加。τ水質に複雑な影響を典へ
てゐるこさは勿論であるb 筆者は之等の影響を
化事的に究明する三共に、描j厩水1;困って天然
It供給される養分量を察知し、延では施肥法の
改善の基礎資料さする目的危以って唱和17年着
手以来研究上m困難さ闘ひ乍ら、日本の主要な
河川・湖沼・地下水等に就τ帰統立つに-f~接的
調査を槙けτゐる次第である。今日までに入国各
宇裁の調査を7へてゐるかE、詳細な成績は別
に費表するニささして、ニこじはi極甑用水質の
構事を言巳しでみやう.
2・濯濁水に溶けてゐる養分現在までじ
行った調査の結果から判断すればi堕遊水から水
回に自然に供給さ五ゐ養分の量は決しτ砂くな
い・例へば如竪は lち置のi挫獅明中に*'同 1段歩
.宮り多い所で2貫匁、少い所で3(')0匁、中!講の‘
所では6-700匁位供給されてゐる。〈計算法は
河川の水質の項参照のニミ。〉之を全圃内の300
純
高間・歩の7k.同t二見積れば硫酸加里"Slτ少くも
10絵画5噸に樹首するo窒長がつドτ同織に見積
れ品硫安さして4~p禽噸、世酸石民や見積，;t'轟
かに多くてえ}t100高噸程度tE想像される.斯
様に麓蹴水が供給する養分殊』こ加旦・石灰・珪
階等の量は忠、E与の件多い事が判るが、併ι流域
の地質・二七位共他の傑{宇ι因?って養分量は究の
棋に大きな相遣を生Uる。
【撞瓶水中の加皐含量〕
聞蘇山から熊本の方へ流れ6，白)1tま後に詰倉歩
i昌り 100高分中6以上仰加重-a'含有してゐるか
ら、キ田 I段歩賞りニ0)'71<.から供給制L6iJ日呈
の量は 2貰匁以上に遣するoζの様初水-a'謹iflt
L.-:t: ò る農家は好運であ~ o 何故ならは肥料三
'しτ加単を施す必要がないからである.斯機な
例は地質時代の比較的新しい火山岩地帯から、掠
れるがJ川tこ多い湖町があっτ、筆者の主宙誕tこよ
ればj(.州の阿蘇通路島耐水山脹を7X振 ~'r冶諸河
川や、那須火山の那珂川、詫岡山の湯川l等がそ・
れであるが、他にもこの様な例は多いさ.!.ふ。
之江lえして加盟の依乏、しやすド場合、却も加皐
含有量のの少ド河川は往4叶二して11:.尉岩或は
一部の水成岩等t二掘を裂するものに見受けられ
るのであtって‘特に近年問題ミなっτゐゐ老朽
化7Je回、或は加星訣乏な起し易いミ訴入・られる
地方の雄j低水を分析しτ見るさ、水中の加里含
有量が 10d高分中0・8品下郎ち 1段歩富りの供給
量に換算して僅かに 3(')0 匁位に過ぎ本い場合"/J~
多い。縫って新犠な加星合省量の少い狗IJ*を謹 ' 
概する地域では地肥によっτ加里分を充分ぶ補
給しな砂ればならえ五い事は吉を侯たなh、。
〔湛獅水中の炭酸石灰ユ
操酸石灰は7j(:の民権卸ち pH~・密接な脚係t;!
あうて炭嘩石灰が多ければ水はアルカリ性fji~露
骨量レ少なければ中性又は酸性反臨を呈する。
描j低水中の操酷石疏の含有量は多い場合ドは
1M高分中50-60{こ遺するから、斯棋な水を謹
j属する*'闘には 1夏tこ1段歩苗り約五υ買の提鹿
哉、.，研究集37..2. 49-51頁 19~7') (49) 
巨民が自然に供給される朝こなる。畠が之に司
して含-f1'量の少い水カ、らは殆♂供'給きれないの
みでな〈、逆}こ硫酸や聾酸の持なF慢性物貸金含
直する矯揖漏水に遁しない河氷も存舎寸る。新
憶に提栂石Z圧の含有量削ちアルカリ巌も永によ
Jで太費な相違があるが、その原因は-flまり上
t慌のf岩石や土壌の種頼によって左右される場合
;が最も多い.秩父古今信の像な石灰岩を含有ず
る水成岩からの河川にほ挟暇石灰の含有量が多
〈戸第三紀暦の援灰岩4専の揚合には少h、傾向が
1められる.東京湾t土佐ず荒川は大河川では
ないけれども、水源、花賞る秩父(，l)山絡の、ら I年
IUH:静かして絢に流じ込、んでゐる炭酸石炭の量
を分折結果から計算するさだ凡5-6高噸さ云
ふ事きな量に建すpoニの荒川は中流の熊谷市
l軒近ぜは pH8g，上のアルカ )1金反感;を曇じ℃
ゐτ、この水を瀧概してゐる岡市F付近の水田の
上場を槍べτ見ゐさやはり'pH8.~上のアルカ
P 性~呈しτゐる。この様に石灰に恵まれた1l<.
i-i草混じてゐる農家ほ前にー記しお加里の場合さ
司機じ想世であるさ，:.ふ.斯桜に袈酸石灰の多
t、河川の例さしτiま東海道方面では大井"'.安
倍J11・富士川等が事げられるが、他の地方・?でも
険父古生履から流れ出してゐる河川には、程度
。差はあるけれE色大低茨磁石灰が多い三思つ
τ華支がない.乙t二反しτ例へば枇田員長下の第
三紀麿の凝灰岩及び常山岩から流れ出る河JlI!玄
米代川筋にしτも雄物川筋にし℃も、共に挺酸
械が甚だ少〈てj甑献呈し主ゐる.斯緩
有面水を1fl'C-'ゐ*闘の土壇i孟酸性に舗を易いがも
;随lまかりでなミ穿や紫雲英の裏作.:s:する場合に
も石灰令施し""lt~利した方が妊ましいbtt "C: ìb
る.
• c灘漏水中の瑳蘭〕
話踊は柏の生育hこ融tべからざる重要指成分
であっτ胡ゆ分四枚し7ニ稿係献に育ち
帽熱病等It劃する耐病性が喝いさ謂れτゐる。，
この遊離は水の中には樹首多量に舎をれてゐる
から遊説水ミしτ自然に供給される量は存外多
いものである.特に我圃の水tミ砕椿けてゐる蔀
，.の量が非常に多いtZ云ふ稲作上有利な傑件l二
，&{まれ℃ゐτ、分析結果:Ctま100持分中 16・...50
佐官まれてゐる軒1らも、1段歩の水筒じは 1夏の
閉じ.s-a-19貫.中庸め所では?貫匁位灘i低料、
6自然に供給きれるめげである こねを全圏内
300島町史の水聞に見積9τ見るミ大丸1(')6高噸
に主義する.この甜慣の含有量も加1!や石訴さ同
様に流域の地質f二性の積額やそれが風化乞畏け
た轄喧等によって~~遣するのであって、戸般に
火山椅から椛れ折iる河本には両手水減岩から流
れ向o.M}IUとは低い傾向が誕めザれる.併、4ま
九州の阿蘇や畢島火山臓に婚するかtflI(l~は非常
tc向くで 100帯分中OO以上位ちのがあるから、
温泉等の特妹な場合~除けば、珪駿含有量の高
いが氷三しτ恐らく世界iと.t:の剣が9いであら・
f) . 
以上述ぺた線l二雌細水は流域の岩石や土壌の
種類iこ因うて其の化事的性質を異iこするもので.
あり、且つ養分締紛の面から見ても縦波水が水
稲作上重要な役割~果しτゐるこさが判る.以
下糊R33河川の水質について記して見や台。
3・湖沼の水質 糊沼三は蛾・沼・沼津・池等
の綿綿であィョτ、l河川に封して用ひられる言・葉
、である。湖沼の水は措んど全，都大集中の水蒸気
tこ由来す市けれrも、降水がl直接に湖周に落も
f切るよりも、間接的に地表械は地下水ざな
っ吃、 @pち河J1<.或は湖底の湧泉ざなっτ湖混l:1'"
入る場合が多い。徳つτ湖沼の水質は受水地域
の地質・主性，・気候帽湖盆の形態等制物件
に因つ工特徴づけられる筈である.併し他面夏
季は ~i，昆の上耳lコ伴ひ生物が盛に繁殖曾るか
ら、之に因こミでも水質は二抑ちに異献な豊靴を
受ける、，ニの野lま就に内外の湖沼筆者じょっτ
研究されτゐるがー生躯による水質の盤化は興
味ある研究題目であり、MJtIの場合さ全〈異る
現象であゐから、之についても簡単に紹介しτ
おくσ
夏季:.1二少~i緩い謝の~揖の分布-â'見るさず密
度の小きい高揖の水が上にー、 !9，:!1tの大きい低温
の*tJ<下になって、循環すjるこさな 4騎賦に重
な句会吋ヰま停滞しτゐる.二の瓦李持婚期
には水準のみでなくい生物の新陳代謝tニ倖つτ
化 '的にも著しり成層現象が現れる.即ち日光
ぬ透過がま分で雄物の繁破断多い表水層では、
同化作用じよ匂 COjが泊!費されτ0，が場却す
る。 C9~‘ が泊費 L寵される苫本中の草炭ー酸通が
卒衛括保つ~I二一部分解して1走破ミ掠鴎盟主 tニ
~'5C) -10'-
• 
なり
2 BCUI t.::. H2 O+C~~ +COs 1 
生じたCOI!は生物により消費されるから、それ
ぞ補ふ矯めに反膝は右呼iこ準み、水はア Jレカ?
性さなる.斯様な理十It・で-監藻・線通長年Fの永草や・
植物性プ.7ンタ恥シの多い淵7f!(J)器暦水は夜間
は中4生であっても、日中には同化作用が蓮むに
つれ強アルカリ性ざなり、夜に入るミ同1ヒ斤用
が止み中性に展。て行く oこのfffttま日俸に繰
。返される。亦之さ共t二棟ぽば韓中の蛋白質其
他を形成する詩めに、水ゅのア Zノモ=ア自筆、硝
踊鞭等の空素化、合物守燐聞揮さや柴養分ざしτ
掻取ずるから、植物の繁殖する表屠では之等の
鞭類が減!t.してL珪酸も珪藻の繁殖の際吸.JIkされ
で誠少する。
之t二原し糊附句深屠では日光が不克合であ
り楠物が生育しゑいから、土居から組下する
生物め遺骸等の分解i亡国つで，0:;.の情費が起り
CO2 ・ CH 4 ・ I:!~ S • NH:j t寺が生ヒる.水中のも
が消費し聾さth~'i分解され易い有機吻JJ'ff
在ずるさきは、泥土中広含まれる水酸化繊・水晶
酸化寸シがシは還元されてFe"・Mn<C1 さなり多
量IC米中広博出する。 JえS04"~震冗されてli~
S そ生 ι、 N~' は還元さ抗τNfむきなる.
ニの擦に表水層でI志向が増加1・望家・や f
燐融檀が減少し、叉)j~車以 71レカリ性さなるの
に射し、深層1.跡。2 が消費されτεO~ ・ca.. 
NH:. PC>t 111. Hz S- F~". iHn'" 守生Jじ、 ~CO
@槍1m¥こよ' 庚$(ま醜牲に傾〈。
勿論ニの化@的成麿の朕態は湖によって著し
4sa9tゐる・倒‘へば山間lこある深い透明な、.
~t"屯窒素・燐理費等の乏しいfζめに生悦D 1.=f:.産
カの少い所謂貧幾養i閣に於、τは成層現象は殆ん
E現れないが、平野地帯或は肥沃1耕地の聞に
1あって・出物の多い富柴養湖では成暦が最正願著
である。 、
偽ほ71<:問も考へ方によっ℃は極めて潔い湖沼
である均ら、そtの水中れ蔀頬の同化作用にお
) ，l 重聞の~JJ.躍が司ルカリ性さなる場合が雇者
見受りられるa 耕G7}t悶は非常¥:'・茂いから上遊
水中の酸却こよる醍iヒ作用拡底泥の表面迄建L
で庸謂槽化麿を形成し首其の下側の青黒色の泥
即ち還元稽さ時中れる部分が湖沼の深層さ同僚
に陣元的な賦態さなづ'tIゐるわけすあ右. . 
夏季停滞期に成暦の廟著すあった奮柴養湖も
秋季掘現朋にたるさ表水底の水温が降ね封流が
起き C止下の71tが循環すえから、化事成謄は発1
全に消滅して水質は一様さたり、結氷期迄この
循環賦膿が制<0 結氷;後は夏季さは反封じ冷Tこ
い氷が上層に、温い4"Cfこ退h下水が手層に震な
り合ったまま停滞し、解j{後若手季循環朗を経七
、再び貰季停滞期三なる。農家がよミ冬の聞に乾
燥して自給肥料に使用する地沼の底泥 b結局水
中区溶けてゐ犬養手が夏季に生暢慨に吸牧さ
料、冬季に遺骸さなっt沈積レすこものに外なら
ない
以上の様じ11帯地方の湖i'fHま生物品新蹄代謝
tζf伸?~興味深い化製艶化を超す 然し乍ら築
煮の意見では湖沼&食1t的見地カ官ら研究する揚・
合』こは、上詑の現象~は比較的閥係の少色、加
里・石灰・珪申等の合掌が詩編水 ιしτ主要た
問題であるかち、やはり受J1t1世域の地質・土性・
湖置の形態等t二閃って恥ヒる湖沼の彼ポ情念特
般を第一に調査b泣ければならないさ思ム。ご
の様な見解φ~ ~tこ筆者は湖沼の調査を加古
ゐるが、其の成績は別の機禽じ鷲去するこささI
する.
-l;J.- 。り
